
いちごのハダニ類対策における天敵利用技術向上支援
活動期間：平成30年度～令和６年度

岡山県

概要

普及指導員の活動

具体的な成果

１ 効果が期待できる薬剤の把握
◼ 県内各産地において、ナミハダニに対して効果の高い
薬剤が少ない実態を把握できた。

２ 天敵製剤を活用した防除効果を検証
◼ ミヤコカブリダニ及びチリカブリダニを活用する処理区を設定し、
期間を通じてハダニ類を低密度に抑えることを示した。

◼天敵導入後の農薬散布回数の削減が可能であった。

３ ハダニ類対策マニュアルを作成
◼ 講習会等を通じて、天敵放飼方法の実際や天敵活用技術に関する理解を
促進した。

◼ 天敵利用における重要なポイントを整理し、マニュアルを作成した。

○ いちごの安定生産のためには病害虫管理が重要であり、特にハダニ類の防除効果が不安定である。

○ 調査の結果、ナミハダニの主要薬剤に対する感受性が低下している実態を把握した。

○ そこで、天敵製剤を活用したハダニ類の防除技術を確立・普及するため、化学農薬の使用量低減効果及び
農薬散布回数の削減による省力効果を検証し、マニュアルを作成した。

普及指導員だからできたこと

• 革新支援専門員や他地域の普及指導員、農業研究所との的確な情報共有により、現場の課題を試験研究
結果という形で迅速に見える化した。

• 天敵製剤メーカーとの入念な協議などにより、天敵利用技術の検証方法や調査方法の検討、天敵放飼実演
会や研修会の開催など、未確立の技術に対する生産者の不安解消・理解促進のために必要なステップを体
系立てて計画的に実施した。

平成30年度 ◼ ハダニ類の防除効果が不安定であったことから薬剤感受性実態調査を関係機関に
要望。

令和元～４年度 ◼ 県農業研究所の調査において、サンプルの採集や薬剤選定に当たり生産者や革新
支援専門員などの関係者との調整を実施。

◼ 天敵利用技術の普及に向けて、それまで農家個々の取り組みであった天敵の利用方
法の有効性をあらためて検証するため、生産者等へ実証を提案。

令和５～６年度 ◼ 「グリーンな栽培体系への転換サポート」を活用し、検証する具体的な天敵利用体
系の検討、効果検証を実施。

◼ 専門家を招いた研修会の開催などにより、天敵活用理論、効果的な放飼方法、観察
のポイント等について生産者の理解を深める活動を展開。

◼ 重要なポイントを整理したマニュアルを作成。

慣行体系（R４） 天敵体系（R６） 効果

化学農薬散布回数 12回 8回 △４回

防除にかかる時間 18ｈ/10a 12ｈ/10a △６ｈ/10a

図 防除効果を確認した調査結果の一例

図 作成したマニュアル
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岡山県 

いちごのハダニ類対策における天敵利用技術向上支援 

 

活動期間：平成 30年度～令和６年度 

 

１．取組の背景 

いちご栽培は、栽培期間が１年以上と期間が長く、安定生産のためには病

害虫管理が重要である。特にハダニ類の防除は、薬剤散布の労力がかかる割

に効果が不安定であった。 

令和元年に県農業研究所や革新支援専門員と協力して実施した調査で、ナ

ミハダニの主要薬剤に対する感受性が低下している実態を把握した。 

そこで、天敵製剤の活用によるハダニ類の安定的な防除技術を確立・普及

するため、化学農薬の使用量低減効果及び農薬散布回数の削減による省力効

果を検証し、グリーンな栽培体系への転換を図った。 

 

２．活動内容（詳細） 

・普及指導センターでは、地域のいちご生産者を組織化した研究会の事務局と

して安定生産を推進しており、近年、ハダニ類の防除効果が不安定となって

いたことから、平成 30年度に他の普及指導センターとも連携して薬剤感受

性実態調査を関係機関に要望した。 

・令和元年度、県農業研究所が実施する感受性調査において、サンプルの採集

や薬剤選定に当たり生産者や革新支援専門員などの関係者との調整を実施

した。 

・令和４年度には、天敵利用技術の普及に向けて、それまで農家個々の取り組

みであった天敵の利用方法の有効性をあらためて検証するため、生産者等

へ実証を提案した。 

・令和５～６年度、「グリーンな栽培体系への転換サポート」を活用し、検証

する具体的な天敵利用体系の検討、実証ほの設置・調査、効果検証を実施し

た。 

・令和６年度には天敵利用の専門家を招いた研修会の開催などにより、天敵活

用理論、効果的な放飼方法、観察のポイント等について生産者の理解を深め

る活動を展開した。 

・検証結果を踏まえ、重要なポイントを整理したマニュアルを作成した。 

 

３．具体的な成果（詳細） 

（１）効果が期待できる殺虫・殺ダニ剤の把握 

・県内各産地において、ナミハダニに対して効果の高い薬剤が少ない実態を

把握できた。 
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（２）天敵製剤を活用した防除効果を検証 

・ミヤコカブリダニ（パック製剤）、ミヤコカブリダニ（ボトル製剤）、ミ

ヤコカブリダニ（ボトル製剤）＋チリカブリダニ（ボトル製剤）を活用す

る実証区を設けて調査を行い、いずれの区においても期間を通じてハダ

ニ類を低密度に抑えることを示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・いずれの区でも秋の天敵導入後の農薬散布回数が削減され、省力効果が認

められた。 

 

 

 

 

 

 

 

（３）天敵製剤を活用したハダニ類対策マニュアルを作成 

・天敵利用の専門家を招いた講習会等を通じて、天敵放飼方法の実際や天敵

活用技術に関する理解を促進した。 

・天敵利用における重要なポイントを整理し、導入方法や時期別の防除の考

え方、併用可能な農薬情報等をまとめたマニュアルを作成した。 

・今後、天敵利用に取り組む農家戸数が増える見込みである。 

図 主要薬剤の効果を把握 

表 天敵利用体系における化学農薬散布回数削減及び省力効果 

図 防除効果を確認した調査結果の一例 
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４．農家等からの評価・コメント（倉敷市Ａ氏） 

・天敵がうまく定着した場合には高い効果を実感できた。 

・天敵を利用する場合には、農薬の選択や適期防除など、時期ごとのポイント

を押さえることが重要であることが分かった。 

・成功事例を積み重ねていきたい。 

 

５．普及指導員のコメント（普及連携部普及推進課・副参事・岡千寿） 
・資材コストはかかるが、適期に導入できれば高い防除効果、省力効果が期待

できる。 

・天敵利用に当たっては導入時のハダニ類密度を限りなくゼロに近づけてお

くことが重要で、準備や観察がこれまで以上に大事になってくるため、導入

希望者にはこまめな支援が必要である。 

 

６．現状・今後の展開等 

・天敵を活用した成功事例を増やし、情報を共有しながら化学農薬に頼らない

栽培方式の普及を図る。 

 

図 マニュアルの一例 
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